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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて粽

　

福
岡
県
北
九
州
市
は
、
昭
和
55
年
よ
り
中
学
校
に
武
道
場
が
建
設
さ
れ

て
お
り
、
早
く
か
ら
全
市
中
学
校
で
武
道
が
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
。
ま

た
全
国
中
学
校
体
育
連
盟
柔
道
競
技
に
お
い
て
も
団
体
、
個
人
共
に
上
位

に
入
賞
す
る
と
い
っ
た
歴
史
を
持
つ
地
域
で
あ
る
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校
保
健
体
育
科
に
お
け
る
武
道
の
必
修
化
が
完

全
実
施
さ
れ
て
、
３
年
が
経
っ
た
。
本
市
で
は
以
前
よ
り
、
柔
道
・
剣
道

指
導
講
習
会
を
実
施
し
、
保
健
体
育
科
教
師
は
必
修
で
受
講
し
て
い
る
。

　

本
校
は
、
生
徒
数
861
名
の
大
規
模
校
で
あ
り
、
授
業
場
所
の
確
保
等
を

考
え
、
保
健
体
育
授
業
の
割
り
振
り
を
基
準
と
し
た
時
間
割
作
成
を
し
て

い
る
。
武
道
の
授
業
に
お
い
て
は
、
学
年
で
統
一
し
て
お
り
、
１
年
生
は

柔
道
、
２
年
生
は
剣
道
と
い
っ
た
複
数
種
目
を
実
施
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
複
数
種
目
授
業
の
実
践
報
告
と
課
題
を
紹
介
す
る
。

複
数
種
目
授
業
の
実
践
報
告
と
課
題
④
（
柔
道
・
剣
道
）
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粽
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本
校
は
、
生
徒
数
861
名
と
い
う
大
規

模
校
で
あ
り
、
保
健
体
育
科
教
員
は
少

人
数
加
配
を
含
め
６
名
が
勤
務
し
、
そ

の
中
に
、
柔
道
専
門
教
員
１
名
、
剣
道

専
門
教
員
１
名
が
在
籍
し
て
い
る
。
ま

た
、
部
活
動
で
も
柔
道
・
剣
道
部
が
共

に
活
動
を
し
て
い
る
。

　

授
業
形
態
は
、
男
女
別
習
で
の
授
業

を
実
施
。
武
道
用
具
で
は
、
柔
道
着
約

40
着
、
剣
道
の
防
具
等
を
保
健
体
育
科

儀
作
法
」
が
身
に
付
き
、
加
え
て
「
体

力
の
向
上
」
に
つ
な
が
る
。

メ
リ
ッ
ト
３　

武
道
に
対
す
る
認
知
度

　

複
数
種
目
授
業
に
よ
り
、
武
道
の
知

識
が
増
え
る
こ
と
で
、
学
校
内
で
行
っ

て
い
る
柔
道
・
剣
道
の
部
活
動
が
未
知

の
活
動
で
は
な
く
な
り
、
柔
道
・
剣
道

部
の
生
徒
も
周
り
に
教
え
る
な
ど
、
意

欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

メ
リ
ッ
ト
４　

場
所
の
利
便
性

　

柔
剣
道
場
が
あ
り
、
畳
も
常
時
設
置

さ
れ
て
い
る
の
で
、
悪
天
候
の
時
に
授

業
が
重
な
っ
た
場
合
で
も
、
柔
道
と
剣

道
授
業
が
分
か
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
の
授
業
の
実
施
が
可
能
と
な
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト　

技
術
や
体
力
の
不
統
一

と
保
護
者
の
不
安
感

　

学
年
や
男
女
に
よ
っ
て
取
り
組
む
種

目
が
違
う
の
で
、
生
徒
の
技
術
や
体
力

は
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
各
教
科
担
任
が
種
目
を
選
択

し
て
お
り
、
伝
統
的
に
行
っ
て
い
る
授

業
と
は
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
保
護
者

は
多
少
の
不
安
も
感
じ
る
。

　

以
上
、
①
剣
道
、
柔
道
の
授
業
が
で

の
予
算
で
購
入
し
、
管
理
を
し
て
い
る

た
め
、
ど
ち
ら
を
選
択
し
て
も
授
業
に

支
障
は
な
い
。
そ
の
他
、
授
業
で
使
う

備
品
や
消
耗
品
は
特
別
不
自
由
し
て
い

な
い
こ
と
も
あ
り
、
保
健
体
育
科
授
業

の
環
境
は
と
て
も
良
い
と
い
え
る
。

　

地
域
の
特
性
で
考
え
る
と
、
近
隣
の

地
域
で
は
少
年
柔
道
、
少
年
剣
道
が
あ

り
、
そ
の
他
に
も
地
域
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク

ラ
ブ
な
ど
が
運
営
さ
れ
て
い
て
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
で
あ

る
。
し
か
し
、
本
校
生
徒
数
か
ら
考
え

る
と
、武
道
に
親
し
む
生
徒
は
少
な
い
。

北
九
州
市
立
永
犬
丸
中
学
校　

教
諭

場
、
体
育
館
、
武
道
場
を
優
先
的
に
使

え
る
よ
う
な
時
間
割
に
な
っ
て
い
る
。

メ
リ
ッ
ト
１　

教
科
担
任
の
安
心
感

　

す
で
に
お
話
し
し
た
よ
う
に
武
道
専

門
外
の
教
員
が
４
人
い
る
。
先
生
方
の

武
道
講
習
会
の
受
講
歴
や
学
生
時
代
に

履
修
し
た
種
目
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
た

め
、
一
つ
の
種
目
に
固
定
し
て
し
ま
う

と
、
専
門
外
の
教
員
は
、
怪
我
等
に
つ

な
が
る
不
安
感
が
出
て
充
実
し
た
授
業

に
な
ら
な
い
。
そ
の
点
、
複
数
種
目
で

あ
れ
ば
、
専
門
性
も
薄
れ
、
教
員
が
自

分
の
知
識
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
た

授
業
が
可
能
と
な
る
。

メ
リ
ッ
ト
２　

教
員
の
指
導
力
と
生
徒

の
学
習
意
欲
向
上

　

武
道
専
門
の
教
師
も
い
る
た
め
、
身

近
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
教
材

研
究
が
で
き
る
。
ま
た
、
各
武
道
講
習

会
は
、
怪
我
の
危
険
性
や
事
例
、
最
新

の
対
策
な
ど
も
考
慮
さ
れ
た
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
員
の
指

導
力
向
上
に
繋
が
る
環
境
が
充
実
し
て

お
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
生
徒
の
学
習
意

欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
習
意

欲
が
向
上
す
れ
ば
、武
道
を
通
し
て「
礼

　

以
上
の
環
境
か
ら
、
複
数
授
業
に
至

っ
た
経
緯
と
し
て
特
別
な
こ
と
が
影
響

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
理
由
と

し
て
挙
げ
る
な
ら
ば
、

　

①
剣
道
、
柔
道
の
授
業
が
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
い
る
、

　

②
保
健
体
育
科
の
各
先
生
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
っ
た
能
力
や
研
究
心
で

授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
、

　

③
地
域
に
あ
る
柔
道
、
剣
道
を
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
３
点
か
ら
武
道
の
複
数
種
目
授

業
に
至
っ
た
と
い
え
る
。
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複
数
種
目
授
業
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
お
話
し
す
る
前
に
、
永
犬
丸

中
学
校
の
時
間
割
の
組
み
方
に
ふ
れ
て

お
き
た
い
。
永
犬
丸
中
学
校
で
は
、
保

健
体
育
授
業
を
基
盤
と
し
て
担
当
の
教

員
が
時
間
割
を
作
成
す
る
。
保
健
体
育

授
業
は
、
男
女
別
修
で
、
週
に
３
時
間

の
授
業
が
あ
る
。
時
間
割
担
当
教
員
の

協
力
の
も
と
、
週
に
２
時
間
は
運
動

き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
、
②
各
保
健

体
育
科
の
教
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
っ

た
能
力
や
研
究
心
で
授
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
、
③
地
域
に
あ
る
柔
道
、
剣

道
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
④
場
所

の
利
便
性
、
と
い
う
４
点
が
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、「
技

術
や
体
力
の
不
統
一
と
保
護
者
の
不
安

感
」
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
特
別
大
き
な

問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
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次
に
、
剣
道
に
取
り
組
ん
で
い
る
授

業
風
景
と
、
２
０
１
５
年
５
月
に
行
わ

れ
た
子
ど
も
の
体
力
向
上
指
導
者
養
成

研
修
会
柔
道
コ
ー
ス
（
西
部
ブ
ロ
ッ

ク
）、
６
月
に
行
わ
れ
た
全
国
柔
道
指

導
者
研
修
会
に
私
が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し

て
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
や
、
今
ま
で

の
実
践
か
ら
取
り
入
れ
て
い
る
柔
道
の

授
業
に
つ
い
て
の
報
告
し
た
い
。

　

剣
道
の
授
業
で
は
２
学
年
の
女
子
で

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
専
門
の
女
性
教
員
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が
行
っ
て
い
る
。

◇

　

ま
た
、
私
の
柔
道
の
授
業
で
は
、
１

年
生
男
子
で
、「
関
心
・
意
欲
を
高
め

体
力
向
上
を
図
る
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
授
業
の
実
践
に
取
り
組
ん
だ
。
指

導
で
は
、「
礼
儀
作
法
」「
け
が
を
し
な

い
、
さ
せ
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
基
盤

と
し
て
、
礼
節
を
重
ん
じ
、
安
全
確
保

を
生
徒
自
身
が
積
極
的
に
行
な
う
こ
と

を
重
要
視
し
た
。

①　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

柔
道
の
歴
史
や
基
本
理
念
、
注
意
事

項
、
授
業
の
流
れ
、
基
本
用
語
な
ど
を

学
習
す
る
。

②　

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
動
的
ス
ト
レ
ッ
チ
を
含
め
、
体
力

向
上
に
つ
な
げ
る
。

③　

寝
技
の
体
さ
ば
き

　

２
人
組
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
行
う
。

④　

３
人
組
に
よ
る
学
習

　

３
人
組
で
「
受
」「
取
」「
ア
ド
バ
イ

ス
・
安
全
確
保
」
と
役
割
分
担
を
し
、

学
習
し
て
い
く
。

⑤　

映
像
を
取
り
入
れ
た
授
業
の
工
夫

　

映
像
を
見
な
が
ら
授
業
を
進
め
て
い

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
帯
を

利
用
し
、
相
手
を
崩
す
な
ど
の
工
夫
も

取
り
入
れ
ま
し
た
。

剣道授業（第２学年女子）

オリエンテーション

ウォーミングアップ

寝技の体さばき

３人組による学習⑴

３人組による学習⑵

映像を取入れた授業スモールステップで相手を崩す⑴

スモールステップにより相手を崩す⑵
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654321時

ねらい
「けさ固め、横四方固め」の抑え方を学びそれおれ
の固め方のポイントを考える

「けさ固め、横四方固め」の抑え方を学びそ
の応じ方のポイントを考える

0分

１０分

50分

１「けさ固め、横四方固め」のどちらかの抑
え方を選び、抑え方応じ方のポイントをまと
め習得する
２、簡単な試合の方法を知る

学
習
の
流
れ

礼儀作法を重んじ、寝技の基本動作（体さばき）をグループで
体験し、体の動きをつかむ

礼儀作法を重んじ、寝技の基本動作（体さ
ばき）をグループで体験し、実践的な体の
動きを習得する

ステップ１

①けさ固め

❶抑え方の確認

②横四方固め

❶抑え方の確認

③ポイント確認

ポイントを学習カードに書く

①基本動作（体さばき）

★ステップ２（２人）

❶相手の足につく（仰向けの姿勢で

左右に動く）

ステップ２ ２人で鬼ごっこ

❷相手の横につく（体を横にかわ

す、えび）

ステップ２ ２人で行う

ステップ３ ２人組追いかける

❸相手の頭につく（肩と足を使い前

後に動く）

ステップ２ ２人で行う

ステップ３ ２人組追いかける

②基本動作２（体さばき）

❹押さえ込み相手を制する時に使う

（脇を締める）

ステップ２ ２人で行う

❺うつ伏せで相手を裏返す時に使う

ステップ２ ２人で行う

※三人組で行う１人は安全確保、ア

ドバイスを行う

オリエンテーション

〇学習の進め方を知る

①柔道の知識を学習

❶特性や成り立ち

❷伝統的な考え方

❸安全確認

❹基本的用語

②礼法とルール

③グループ編成

※同程度の体格・体力

（三人組）

※経験者の確認

④本時の振り返り

⑤次時の確認

・着替え ・伝統的な行動の仕方 ・挨拶 ・健康観察 ・本時の学習の見通し

〇ストレッチ1分（長座 開脚（前右左） 足の裏を合わせる 首、手首、足首） 〇動的ストレッチ　　（回転腹筋６回 ツイストダッシュ（左右） 左右ジャンプ すり上げ 背面歩き 足首持ってウォーキング）

※三人組で行う１人は安全確保、アドバイスを行う

①押さえ込みの三つの条件

②基本動作（体さばき）

★ステップ１（１人）

❶相手の足につく（仰向けの姿勢で左右に動く）

ステップ１ １人で行う

❷相手の横につく（体を横にかわす、えび）

ステップ１ １人で行う

❸相手の頭につく（肩と足を使い前後に動く）

ステップ１ １人で行う

③基本動作２（体さばき）

❹押さえ込み相手を制する時に使う（脇を締める）

ステップ１ １人で行う

❺うつ伏せで相手を裏返す時に使う

ステップ１ １人で行う

※三人組で行う１人は安全確保、アドバイスを行う

★受が仰向けの姿勢である

★取と受がほぼ向き合っている（背部もOK）

★取が足を絡まれるなど受から拘束を受ていない

ステップ２ 固め技の応じ方

①けさ固め

❶ステップ２ 応じ方

A、体を振って腕を抜く

B、体を振って斜めにブリッジ

C、近づいて足を絡む

②横四方固め

❶ステップ２ 応じ方

A、ズボンと帯を持ち頭の方向に

ブリッジで返す

B、手で相手を突き放しうつ伏せ

になる

C、足を絡める

・整理運動 ・本時の振り返り

①学習カードを記入しポイント整理

❶二つの抑え方よりひとつ選びポイ

ントを記入

②各グループで練習

・固め技（けさ固め、横四方固め

のうち一つ）

・応じ方（選んだ技の応じ方三つ）

③簡単な試合の説明

※寝技の注意点

★受がうつ伏せになる

★取と受が向き合わない

★受が足を絡むなど取りを

拘束する

211101987
表発の技るえ考をトンイポの」しと落体「」車膝「るす得習をしと落体るす得習を車膝るす得習を作動本基の技ち立１「けさ固め、横四方固め」の抑え方、応じ方の

発表をする
２、簡単な試合をする

・着替え ・伝統的な行動の仕方 ・挨拶 ・健康観察 ・本時の学習の見通し

〇ストレッチ1分（長座 開脚（前右左） 足の裏を合わせる 首、手首、足首）　　　　　　　　〇動的ストレッチ （背後受身３回 横受身６回 崩しゲーム ツイストダッシュ（左右） すり上げ 足首持ってウォーキング）

①発表

②簡単な試合

❶団体戦

★組んだ状態

★審判

※寝技の注意点

※注意 授業以外で技をかけない

①ウォーミングアップ

後ろ受身

横受け身（畳を顔で見る）

崩しゲーム

②崩し

❶八方の崩し確認

❷帯を使って崩してみる

★組み方（右組に統一）

・釣り手

・引き手

❸実際に組んで崩す

※ポイント確認

前さばき

①前回り受け身

・四つん這いから握手（畳を顔で見る）

ステップ１

１人で前さばき

ステップ２

釣り手、引手を持つ（帯を使う）

（右組、右前さばきのみ）

★ゆっくり受身の仕方の確認

ステップ３

釣り手、引手を持つ
（右組、右前さばきのみ）

ステップ４

膝に足の裏をあてる

★発展

押して戻ってきた時に引き出す

・整理運動 ・本時の振り返り

①体落とし

ステップ１

１人で後ろさばき

ステップ２

釣り手、引手を持つ（帯を使う）

★ゆっくり受身の仕方の確認

ステップ５

釣り手、引手を持つ

（右組、右前さばきのみ）

①膝車、体落としの技の確認

②膝車、体落としのポイントを考える

※学習カードに記入

①膝車、体落としの技の発表

②まとめ

654321時

ねらい
「けさ固め、横四方固め」の抑え方を学びそれおれ
の固め方のポイントを考える

「けさ固め、横四方固め」の抑え方を学びそ
の応じ方のポイントを考える

0分

１０分

50分

１「けさ固め、横四方固め」のどちらかの抑
え方を選び、抑え方応じ方のポイントをまと
め習得する
２、簡単な試合の方法を知る

学
習
の
流
れ

礼儀作法を重んじ、寝技の基本動作（体さばき）をグループで
体験し、体の動きをつかむ

礼儀作法を重んじ、寝技の基本動作（体さ
ばき）をグループで体験し、実践的な体の
動きを習得する

ステップ１

①けさ固め

❶抑え方の確認

②横四方固め

❶抑え方の確認

③ポイント確認

ポイントを学習カードに書く

①基本動作（体さばき）

★ステップ２（２人）

❶相手の足につく（仰向けの姿勢で

左右に動く）

ステップ２ ２人で鬼ごっこ

❷相手の横につく（体を横にかわ

す、えび）

ステップ２ ２人で行う

ステップ３ ２人組追いかける

❸相手の頭につく（肩と足を使い前

後に動く）

ステップ２ ２人で行う

ステップ３ ２人組追いかける

②基本動作２（体さばき）

❹押さえ込み相手を制する時に使う

（脇を締める）

ステップ２ ２人で行う

❺うつ伏せで相手を裏返す時に使う

ステップ２ ２人で行う

※三人組で行う１人は安全確保、ア

ドバイスを行う

オリエンテーション

〇学習の進め方を知る

①柔道の知識を学習

❶特性や成り立ち

❷伝統的な考え方

❸安全確認

❹基本的用語

②礼法とルール

③グループ編成

※同程度の体格・体力

（三人組）

※経験者の確認

④本時の振り返り

⑤次時の確認

・着替え ・伝統的な行動の仕方 ・挨拶 ・健康観察 ・本時の学習の見通し

〇ストレッチ1分（長座 開脚（前右左） 足の裏を合わせる 首、手首、足首） 〇動的ストレッチ　　（回転腹筋６回 ツイストダッシュ（左右） 左右ジャンプ すり上げ 背面歩き 足首持ってウォーキング）

※三人組で行う１人は安全確保、アドバイスを行う

①押さえ込みの三つの条件

②基本動作（体さばき）

★ステップ１（１人）

❶相手の足につく（仰向けの姿勢で左右に動く）

ステップ１ １人で行う

❷相手の横につく（体を横にかわす、えび）

ステップ１ １人で行う

❸相手の頭につく（肩と足を使い前後に動く）

ステップ１ １人で行う

③基本動作２（体さばき）

❹押さえ込み相手を制する時に使う（脇を締める）

ステップ１ １人で行う

❺うつ伏せで相手を裏返す時に使う

ステップ１ １人で行う

※三人組で行う１人は安全確保、アドバイスを行う

★受が仰向けの姿勢である

★取と受がほぼ向き合っている（背部もOK）

★取が足を絡まれるなど受から拘束を受ていない

ステップ２ 固め技の応じ方

①けさ固め

❶ステップ２ 応じ方

A、体を振って腕を抜く

B、体を振って斜めにブリッジ

C、近づいて足を絡む

②横四方固め

❶ステップ２ 応じ方

A、ズボンと帯を持ち頭の方向に

ブリッジで返す

B、手で相手を突き放しうつ伏せ

になる

C、足を絡める

・整理運動 ・本時の振り返り

①学習カードを記入しポイント整理

❶二つの抑え方よりひとつ選びポイ

ントを記入

②各グループで練習

・固め技（けさ固め、横四方固め

のうち一つ）

・応じ方（選んだ技の応じ方三つ）

③簡単な試合の説明

※寝技の注意点

★受がうつ伏せになる

★取と受が向き合わない

★受が足を絡むなど取りを

拘束する

211101987
表発の技るえ考をトンイポの」しと落体「」車膝「るす得習をしと落体るす得習を車膝るす得習を作動本基の技ち立１「けさ固め、横四方固め」の抑え方、応じ方の

発表をする
２、簡単な試合をする

・着替え ・伝統的な行動の仕方 ・挨拶 ・健康観察 ・本時の学習の見通し

〇ストレッチ1分（長座 開脚（前右左） 足の裏を合わせる 首、手首、足首）　　　　　　　　〇動的ストレッチ （背後受身３回 横受身６回 崩しゲーム ツイストダッシュ（左右） すり上げ 足首持ってウォーキング）

①発表

②簡単な試合

❶団体戦

★組んだ状態

★審判

※寝技の注意点

※注意 授業以外で技をかけない

①ウォーミングアップ

後ろ受身

横受け身（畳を顔で見る）

崩しゲーム

②崩し

❶八方の崩し確認

❷帯を使って崩してみる

★組み方（右組に統一）

・釣り手

・引き手

❸実際に組んで崩す

※ポイント確認

前さばき

①前回り受け身

・四つん這いから握手（畳を顔で見る）

ステップ１

１人で前さばき

ステップ２

釣り手、引手を持つ（帯を使う）

（右組、右前さばきのみ）

★ゆっくり受身の仕方の確認

ステップ３

釣り手、引手を持つ
（右組、右前さばきのみ）

ステップ４

膝に足の裏をあてる

★発展

押して戻ってきた時に引き出す

・整理運動 ・本時の振り返り

①体落とし

ステップ１

１人で後ろさばき

ステップ２

釣り手、引手を持つ（帯を使う）

★ゆっくり受身の仕方の確認

ステップ５

釣り手、引手を持つ

（右組、右前さばきのみ）

①膝車、体落としの技の確認

②膝車、体落としのポイントを考える

※学習カードに記入

①膝車、体落としの技の発表

②まとめ

「柔道」指導と評価の計画（12時間）　伝統的な行動の仕方を守りながら、相手の動きに応じた 基本動作や基本となる技を身に付け、技ができる楽しさや喜びを味わい、固め技のごく簡
単な試合で相手との攻防ができるようにし、いろいろな活動を通して体力の向上を図る。


